
（主な意見）

⚫ 湯ノ沢川の復旧にあたっては、落掘と基礎地盤との位置関係を

把握し、解析断面の精査等により、堤防切返し面の性状を把握

したうえで、本復旧を行ってほしい。

⚫ 決壊の主要因が越水であり、周辺と比較して堤防高の低い箇

所が決壊しているため、本復旧後の堤防高管理が必要と考え

る。

⚫ 決壊した箇所下流側が決壊箇所と同程度の越流水深であった

が、決壊しなかった理由として、樋門の護岸が良い方向に寄与

したのではないかと考える。

第３回子吉川堤防調査委員会の開催
（令和６年７月２５日からの大雨による出水に伴う降雨）

◼ ７月２４日から断続的に降り続いた降雨の影響に伴い、子吉川水系子吉川で１箇所、支川石沢川で６箇所、合わせ
て７箇所で堤防が決壊（国２箇所、県５箇所）。

◼ 決壊要因の特定と本復旧工法（案）について１１月２０日（水）に「第３回子吉川堤防調査委員会」を開催し意見交換。
◼ 結果、事務局提案の決壊要因及び本復旧工法（案）は妥当と判断。
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